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1. 検証趣旨・概要 

UPS（Uninterruptible Power Supply）に接続された情報系・基幹系の NAS（network attached 

storage）が含まれるシステム環境において、電源異常時にUPSから直接 NASをシャットダウン連

携させるシステムの検証を実施します。 

 

2. 検証環境 

富士通社製品 

ETERNUS DX100 S3 ×1台 

 V10L33-0000 (※ファーム) 

ETERNUS NR1000 F2520 ×1台 

clustered DATA ONTAP 8.3 

ETERNUS NR1000 F2220 ×1台 

7-mode ONTAP 8.2.3 P3 

PRIMERGY RX2540 M1 ×1台 

Windows Server 2012 R2 Standard Update 

 

富士電機社製品 

UPS EX100 × 1台 

438×431×86.5mm, 19kg, AC100V 

UPS GX100 × 1台 

128（3U）×365×214mm 13.5kg、AC100V 

 

その他製品 

設定用専用ノート PC ×1台 

ノート PC、5kg、AC100V、Windows7 Professional 
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2.1. 検証構成図 

2.1.1. EX100との検証 

 

2.1.2. GX100との検証 

 

 

※1 本検証において PRIMERGY RX2540 M1の連動シャットダウンは行いません。 

「PRIMERGY との連動シャットダウンについては、他の PRIMERGY モデルとなりますが以

下 URLの事例を参照願います。 

http://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/partner/rov/fujielectric/index.html 

http://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/partner/rov/fujielectric/fujielectric-2.html 

※2 PRIMERGY RX2540 M1は NAS（今回検証対象の各 ETERNUS製品）のファイルサーバアク

セス確認用として使用します。 

※3 設定用専用ノート PC はUPSの各種設定を行う専用端末として使用します。実運用上では設定

を行う専用端末は不要です。 

 

LAN(管理) 

LAN(業務) 

電源 

10.20.109.10 10.20.109.50 10.20.109.30 

10.20.109.11 
10.20.109.21 

10.20.109.200 

10.20.109.20 10.20.109.40 

1次 

2次 

※1 

※2 ※3 

LAN(管理) 

LAN(業務) 

電源 

10.20.109.10 
10.20.109.20 

10.20.109.11 
10.20.109.21 

10.20.109.30 
10.20.109.40 

1次 

2次 

10.20.109.50 

10.20.109.100 

※1 
※2 ※3 

http://www.fujitsu.com/jp/products/computing/servers/partner/rov/fujielectric/index.html
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3. 検証内容 

NASと直接シャットダウン連携が行える手段について、電源異常発生からシャットダウン、UPS出

力停止までの一連動作が連携できる事を確認します。 

確認は UPS EX100、GX100共に同一手順にて実施します。 

 

 手段 内容 備考 

検証 

telnetシャットダウン 電源異常が発生すると予め指定された端末（ここでは NAS）に

対し、telnet（23/TCP）でログインを行い、シャットダウンコマ

ンドを実行してシャットダウン連動を行います。 

telnet は従

来からの方

式。非暗号方

式。 

 

3.1. 検証 telnetシャットダウン 

電源異常が発生すると予め指定された端末（ここでは NAS）に対し、telnet（23/TCP）でログ

インを行い、シャットダウンコマンドを実行してシャットダウン連動を行います。 

 

3.1.1. ETERNUS DX100 S3との組み合わせ 

3.1.1.1. シャットダウン手順 

① 電源異常が発生したまま①-A[1 分]が経過すると、UPS は②-A[10.20.109.10]の NAS に

telnet（23/TCP）接続を開始します。 

② telnet（23/TCP）が接続されると、②-Bで設定した受信データに応じた送信データを送信

し、NASに自動でログインしてシャットダウンコマンドを実行する事で正常にシャットダ

ウンを行い、電源を切っても安全な状態に移行します。 

③ 上記①で telnet接続が開始されるタイミングから①-B[7分]が経過すると、UPSの出力（給

電）が停止し、NASの電源が OFF状態となります。 

 

※①-A～②-B については、あとで記載している 3.1.1.3設定内容を参照ください。 

 

3.1.1.2. 起動手順 

① UPS1次側の電源異常を解除し正常に復帰させます。 

② 復帰後にUPSが自動起動してUPSの出力（給電）が再開されます。 

③ UPSの出力（給電）再開により NASが自動起動します。 
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3.1.1.3. 設定内容 

① 停止時間の設定 

A) 電源異常が発生してから OSシャットダウンを開始するまでの時間を設定します。 

B) OSシャットダウン後から UPSの出力（給電）が停止するまでの時間を設定します。 

 

 

①-A) 

①-A) 

①-B) 

①-B) 
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② telnet（23/TCP）の接続設定 

A) シャットダウン接続先の IPアドレスを設定します。 

B) telnet受信データとそれに応じた送信データを設定します。 

 

 

②-A) 

②-B) 
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3.1.2. ETERNUS NR1000 F2520（clustered）との組み合わせ 

3.1.2.1. シャットダウン手順 

① 電源異常が発生したまま①-A[1 分]が経過すると、UPS は②-A[10.20.109.50]の NAS に

telnet（23/TCP）接続を開始します。 

② telnet（23/TCP）が接続されると、②-Bで設定した受信データに応じた送信データを送信

し、NASに自動でログインしてシャットダウンコマンドを実行する事で正常にシャットダ

ウンを行い、電源を切っても安全な状態に移行します。 

③ 上記①で telnet接続が開始されるタイミングから①-B[5分]が経過すると、UPSの出力（給

電）が停止し、NASの電源が OFF状態となります。 

 

※①-A～②-B については、あとで記載している 3.1.2.3設定内容を参照ください。 

 

3.1.2.2. 起動手順 

① UPS1次側の電源異常を解除し正常に復帰させます。 

② 復帰後にUPSが自動起動してUPSの出力（給電）が再開されます。 

③ UPSの出力（給電）再開により NASが自動起動します。 
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3.1.2.3. 設定内容 

① 停止時間の設定 

A) 電源異常が発生してから OSシャットダウンを開始するまでの時間を設定します。 

B) OSシャットダウン後から UPSの出力（給電）が停止するまでの時間を設定します。 

 

 

①-A) 

①-A) 

①-B) 

①-B) 
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② telnet（23/TCP）の接続設定 

A) シャットダウン接続先の IPアドレスを設定します。 

B) telnet受信データとそれに応じた送信データを設定します。 

 

 

 

②-A) 

②-B) 
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3.1.3. ETERNUS NR1000 F2220（7-mode）との組み合わせ 

3.1.3.1. シャットダウン手順 

① 電源異常が発生したまま①-A[1 分]が経過すると、UPS は②-A[10.20.109.30]の NAS に

telnet（23/TCP）接続を開始します。 

② telnet（23/TCP）が接続されると、②-Bで設定した受信データに応じた送信データを送信

し、NASに自動でログインしてシャットダウンコマンドを実行する事で正常にシャットダ

ウンを行い、電源を切っても安全な状態に移行します。 

③ 上記と同じタイミングで UPS は③-A[10.20.109.40]の NAS にも telnet（23/TCP）接続を

開始します。 

④ telnet（23/TCP）が接続されると、③-Bで設定した受信データに応じた送信データを送信

し、NASに自動でログインしてシャットダウンコマンドを実行する事で正常にシャットダ

ウンを行い、電源を切っても安全な状態に移行します。 

⑤ 上記①で telnet接続が開始されるタイミングから①-B[5分]が経過すると、UPSの出力（給

電）が停止し、NASの電源が OFF状態となります。 

 

※①-A～③-B については、あとで記載している 3.1.3.3設定内容を参照ください。 

 

3.1.3.2. 起動手順 

① UPS1次側の電源異常を解除し正常に復帰させます。 

② 復帰後にUPSが自動起動してUPSの出力（給電）が再開されます。 

③ UPSの出力（給電）再開により NASが自動起動します。 
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3.1.3.3. 設定内容 

① 停止時間の設定 

A) 電源異常が発生してから OSシャットダウンを開始するまでの時間を設定します。 

B) OSシャットダウン後から UPSの出力（給電）が停止するまでの時間を設定します。 

 

 

①-A) 

①-A) 

①-B) 

①-B) 



 

  

12 

② telnet（23/TCP）の接続設定（10.20.109.30側） 

A) シャットダウン接続先の IPアドレスを設定します。 

B) telnet受信データとそれに応じた送信データを設定します。 

 

 

②-A) 

②-B) 
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③ telnet（23/TCP）の接続設定（10.20.109.40側） 

A) シャットダウン接続先の IPアドレスを設定します。 

B) telnet受信データとそれに応じた送信データを設定します。 

 

 

③-A) 

③-B) 
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4. 結果 

以上の検証手順により、シャットダウン連動の結果を下表に示します。 

 

No. 手段 組合せ 結果 備考 

検証 

telnetシャットダウン UPS EX100 UPS GX100  

 ETERNUS DX100 S3 

（V10L33-0000） 
〇 〇 

正常に連動動作を確認 

ETERNUS NR1000 F2520 

（clustered DATA ONTAP 8.3） 
〇 〇 

正常に連動動作を確認 

ETERNUS NR1000 F2220 

（7-mode ONTAP 8.2.3 P3） 
〇 〇 

正常に連動動作を確認 

 

 

まとめ 

以上の検証結果の通り、富士通製 ETERNUSと富士電機製UPS（UX100/GX100）のシャットダウ

ン組合せ動作において、telnetシャットダウンを使用して正常に動作することを確認しました。 

 

 

お問い合わせ先 

本動作検証報告に記載されているUPSの使用方法および仕様に関して不明な点は下記連絡先へお問

い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

富士電機株式会社 パワーサプライ事業部 

TEL （03）5435-7091 

〒141-0032 東京都品川区大崎 1-11-2 

        (ゲートシティ大崎イーストタワー) 


